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豪雨災害復旧完成へ 年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議
　
長
　
鈴
木
　
君
德

副
議
長
　
矢
口
　
　
智

議
　
員
　
長
南
　
正
一

　
〃
　
　
八
鍬
　
信
一

　
〃
　
　
海
藤
　
邦
夫

　
〃
　
　
佐
藤
　
　
勝

　
〃
　
　
加
藤
　
忠
己

　
〃
　
　
早
坂
　
民
奈

　
〃
　
　
佐
藤
　
雅
之

　
〃
　
　
斉
藤
　
光
雄

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
に
入
っ
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本

村
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
日
頃
よ
り
格
別
な
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
村
で
は
前
年
よ
り
自
然
災
害

も
少
な
く
、
基
幹
産
業
で
あ
る
稲
作
と
園
芸
作
物
と
も
に
平
年

並
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
農
・
産
業
の
振
興
、

少
子
化
克
服
、
人
口
減
少
抑
制
、
空
き
家
対
策
、
老
後
対
策
等
を

よ
り
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
昨
年
も
、
議
会
改
革
と
し
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
村
民
と
の

対
話
を
重
点
に
お
い
て
各
地
区
を
訪
問
し
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
頂

戴
し
た
貴
重
な
御
意
見
を
検
討
し
、
村
政
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。
議
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
御
理

解
と
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
村
政
一
三
〇
周
年
式
典
も
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
本
村
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
の
で
村
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
ね
ず
み
」
で
す
。
子
年
は
十
二
支
の
始
ま
り

で
す
。
猪
年
で
結
ん
だ
種
が
新
た
に
芽
生
え
い
ろ
い
ろ
な
方
向
へ

育
ち
始
め
る
二
〇
二
〇
年
子
年
。
ね
ず
み
は
、「
寝
ず
身
」
と
い
う

当
て
字
が
あ
る
程
働
き
者
と
言
わ
れ
て
お
り
、
大
蔵
村
民
そ
の
も

の
で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
村
民
の
皆
様
が
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
様
、
ま
た
村
が
益
々
発
展
す
る
こ
と
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上

げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

議
会
議
長
　
鈴

木

君

德

年頭のごあいさつ

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会
が
5
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
令
和

元
年
度
補
正
予
算
６
議
案
を
含
め
、
18
議
案
を
審
議
・
可
決
。

一
般
質
問
で
は
８
人
が
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令和元年度補正予算
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 1億8800万円 39億5860万円 国庫負担金、ふるさと納税の増
② 簡 易 水 道 ▼89万円 2億9740万円 工事費の減
③ 下 水 道 123万円 1億6650万円 修繕料の増
④ 診 療 所 28万円 2億3950万円 委託料、備品購入費等の増減
⑤ 介 護 保 険 1052万円 4億7850万円 サービス給付費等の増
⑥ 団地造成事業 1700万円 2040万円 不動産売払い収入の増

条
例
等
の
改
正

◆
大
蔵
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定

（
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
）

◆
大
蔵
村
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
設
置
条
例
の
設
定

（
正
式
に
条
例
化
し
、
施
設
改
修
を
行
う
）

◆
森
林
環
境
贈
与
税
基
金
条
例
の
設
定

（
新
設
さ
れ
た
国
の
法
律
に
合
わ
せ
森
林
の
整
備
を
図
る
）

◆
大
蔵
村
特
別
職
・
一
般
職
の
給
与
改
正

（
国
の
法
改
正
に
伴
う
手
当
の
一
部
改
定
）

◆
大
蔵
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

（
女
性
の
旧
氏
名
や
外
国
人
の
通
称
名
で
の
登
録
が
可
能
に
）

◆
大
蔵
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

（
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
も
の
）

人
事
案
件

● 

副
村
長
の
選
任

（
安
彦
加
一
副
村
長
の
再
任
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
）

　

賛
成
：
矢
口　

智
、
加
藤
忠
己
、
長
南
正
一
、
八
鍬
信
一
、

　
　
　

海
藤
邦
夫
、
佐
藤　

勝
、
斉
藤
光
雄

　

反
対
：
早
坂
民
奈
、
佐
藤
雅
之
（
議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
ず
）

令
和
元
年
度
予
算

★
令
和
元
年
度
補
正
予
算
６
議
案
を
可
決

（
ふ
る
さ
と
納
税
、
国
庫
負
担
金
の
増
。
各
種
事
業
変
更
、
給

与
改
定
等
）

12月
定例会

一
般
質
問

議
案
審
議
に
先
立
ち

８
名
の
議
員
が
一
般
質
問

★
佐
藤 

勝
議
員 

「
中
山
間
地
域
を
ど
う
守
る
」  

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
４

★
佐
藤
雅
之
議
員

「
升
玉
小
水
力
発
電
事
業
他
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
５

★
加
藤
忠
己
議
員

「
安
心
安
全
な
村
づ
く
り
の
た

め
に
」
���
�
�
�
�
Ｐ
６

★
早
坂
民
奈
議
員

「
高
齢
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る

村
に
」
���
�
�
�
�
Ｐ
７

★
長
南
正
一
議
員

「
棚
田
の
保
全
に
積
極
的
な
耕

作
支
援
を
」
���
�
�
Ｐ
８

★
海
藤
邦
夫
議
員

「
清
水
合
海
地
区
の
水
害
対
策
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
９

★
八
鍬
信
一
議
員

「
学
校
給
食
の
減
免
」
��Ｐ
10

★
斉
藤
光
雄
議
員

「
豪
雨
災
害
時
の
内
水
対
策
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
11

請願の採択



一
般
質
問

一
般
質
問

一 般 　 質 問一 般 　 質 問

おおくら  議会だより　第122号 おおくら  議会だより　第122号5 4

中
山
間
地
域
を
ど
う
守
る

村
長  

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

大
蔵
村
に
限
っ
た
事
で

は
な
い
が
、
具
体
策
が
な
い
ま

ま
中
山
間
地
域
の
農
業
・
集
落

の
維
持
や
消
滅
が
問
題
化
し
て

い
る
。
時
代
の
流
れ
と
言
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
農
政
や
公
共

性
の
考
え
方
に
も
一
極
集
中
の

感
が
あ
る
。
自
然
消
滅
は
誰
の

責
任
で
も
な
い
が
、
何
の
施
策

も
講
じ
な
い
で
時
期
を
待
つ
の

は
、
行
政
の
任
務
と
人
道
に
そ

む
く
事
に
な
る
。

　

難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、 

ど
の
様
に
取
組
む
の
か
本
音
の

答
弁
を
求
め
る
。

答
１　

中
山
間
地
域
の
農
業
や

集
落
の
維
持
は
年
々
困
難
に
な

っ
て
い
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

　

農
政
や
公
共
性
の
考
え
に
格

差
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言

う
事
だ
が
、 

地
域
に
よ
っ
て
自

然
環
境
や
人
口
も
違
う
。 

　

国
や
県
の
事
業
は
大
型
化
に

特
化
し
た
も
の
で
、 

そ
れ
に
該

当
し
な
い
地
域
に
は
村
独
自
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
や
過
疎
化
等
で
地
元

の
努
力
だ
け
で
は
集
落
の
維
持

や
管
理
は
困
難
な
事
で
あ
り
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

施
策
が
必
要
で
あ
る
。

問
２　

中
山
間
地
域
直
接
支
払

い
制
度
も
来
年
度
か
ら
5
期
目

に
入
る
。 

　

今
度
、
国
の
制
度
が
改
正
さ

れ
る
と
言
う
事
だ
が
、
協
定
を

結
ぶ
上
で
重
要
な
制
度
の
内
容

の
説
明
が
全
く
な
く
、
地
区
民

は
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
過
去

に
認
識
不
足
の
た
め
、
規
定
違

反
に
よ
る
交
付
金
の
返
還
が
あ

っ
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
新
た
な

協
定
を
結
べ
な
い
場
合
、
今
ま

で
交
付
金
を
活
用
し
た
機
械
の

購
入
代
金
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
地
の
賃
借
の
問
題
等

行
政
の
強
力
な
指
導
が
必
要
と

思
う
が
？

答
２　

5
期
目
の
制
度
に
は
、 

5
・
6
年
先
の
農
業
を
見
据
え

た
改
正
が
あ
る
。

　

そ
の
中
に
は
規
制
の
緩
和
や

様
々
な
加
算
が
あ
り
、
満
額
交

付
の
場
合
、
村
全
体
で
約 

5
，

0
0
0
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。 

ま
た
、 

単
集
落
で
の
協
定
が
困

難
な
場
合
、 

他
の
集
落
と
提
携

し
た
協
定
も
考
え
ら
れ
る
。

問
3　

三
和
食
品
は
、
地
域
農

業
の
振
興
や
、
雇
用
対
策
に
も

欠
か
せ
な
い
事
で
あ
る
と
の
認

識
で
誘
致
し
た
会
社
で
あ
る
が
、

当
初
の
約
束
や
計
画
に
沿
っ
た

稼
動
を
し
て
い
る
の
か
？
ま

た
、
有
効
活
用
の
為
に
、
生
産

者
・
行
政
・
農
協
・
会
社
等
と

の
話
し
合
い
の
場
を
、
行
政
が

積
極
的
に
設
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
？
誘
致
を
す
れ
ば
事
業
が

終
り
で
は
な
い
と
思
う
が
。

答
3　

計
画
通
り
に
は
進
ん
で

い
な
い
が
、 

あ
る
程
度
の
成
果

は
あ
る
。

　

ど
ん
な
事
業
で
も
直
に
目
標

を
達
成
出
来
る
も
の
で
は
な
い

が
、 

今
後
目
標
達
成
に
向
け
て

村
民
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
て

い
く
の
で
、 

皆
様
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
す
る
。

電
所
の
稼
働
率
が
８
割
と
し
、

他
の
株
主
の
配
当
を
す
べ
て
村

の
活
性
化
事
業
に
使
う
と
い
う

前
提
で
は
、
固
定
買
取
価
格
制

度
期
間
中
は
、
年
間
７
百
万
円

程
度
、
５
年
毎
の
大
規
模
な
修

繕
の
年
は
３
百
万
円
程
度
。
た

だ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
を
行
え

ば
、
そ
の
額
の
49
％
が
村
の
持

分
。
ま
た
、
配
当
や
地
域
貢
献

を
行
う
た
め
に
は
、
銀
行
団
が

定
め
る
借
入
金
の
融
資
条
件
を

ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
期
間
が
３
年
か
ら
５
年
必
要
。

　
「
基
金
」を
通
じ
て
、
S
P
C

へ
の
際
限
の
な
い
穴
埋
め
に
繋

が
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
が
、

最
悪
の
状
況
で
も
株
主
合
計
で

２
億
５
千
万
円
の
純
資
産
を
用

意
す
る
こ
と
で
銀
行
団
等
と
合

意
し
て
い
る
の
で
、
際
限
な
く

資
金
を
提
供
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

事
業
利
益
還
元
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
法
人
の

場
合
、
本
社
所
在
地
の
自
治
体

へ
の
寄
付
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
例
え
ば
村
が
主
体
の
学

習
教
室
事
業
や
教
育
講
演
会
事

業
な
ど
を
S
P
C
が
主
催
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

電
気
自
動
車
充
電
施
設
整
備
や

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
証
実

験
な
ど
の
生
活
環
境
整
備
、
発

電
学
習
支
援
や
発
電
公
園
整
備

を
検
討
中
。
た
だ
、
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
形
で
地
域
活
性
化

に
繋
げ
る
か
結
論
が
出
て
い
な

い
。

佐
藤
　
雅
之 

議
員

建設中の升玉小水力発電施設

問　

大
蔵
村
も
加
わ
っ
た
３
者

の
出
資
に
よ
る
特
定
事
業
目
的

会
社
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）
が
小
水
力
発

電
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
は
必
要
だ
が
、
こ
の
水
力

発
電
事
業
が
村
民
の
福
祉
向
上

や
村
の
財
源
確
保
に
な
る
か
明

ら
か
で
は
な
い
。
事
業
費
は
約

10
億
円
で
内
８
億
５
千
万
円
強

が
銀
行
団
等
か
ら
の
借
り
入
れ

と
な
る
。
会
社
の
年
間
収
益
は

概
算
で
１
億
円
と
な
っ
て
い
る

が
、
毎
年
の
返
済
金
や
管
理
費

な
ど
を
差
し
引
い
た
資
金
繰
り

や
分
配
利
益
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
業
に
村
は
１
億
円
の
基
金

を
用
意
し
た
が
際
限
な
く
穴
埋

め
す
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
か
。「
事
業
利
益
還
元

に
よ
る
地
域
活
性
化
」
と
い
う

が
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

事
業
を
通
じ
て
地
域
の
活

性
化
を
図
る
と
い
う
強
い
意
思

で
会
社
を
構
成
し
て
い
る
。

　

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
財

源
が
、
毎
年
ど
の
位
か
は
、
発

問　

県
内
４
市
12
町
２
村
が
す

で
に
外
来
・
入
院
と
も
子
ど
も

の
医
療
費
を
無
料
化
し
て
い
る
。

少
子
化
対
策
や
貧
困
対
策
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
村
長
も
６
月

議
会
で
前
向
き
な
答
弁
を
し
た

と
思
う
。
４
月
か
ら
大
蔵
村
で

も
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
村
長
が
決
意
し
て
い
る

と
受
け
止
め
て
よ
い
か
。

答　

６
月
議
会
で
、
医
療
費
無

料
化
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ
に

つ
い
て
発
言
し
た
。
令
和
２
年

４
月
か
ら
医
療
費
無
料
化
の
対

象
を
高
校
卒
業

ま
で
の
子
ど
も

に
拡
大
し
た
い

と
の
決
意
。

住
民
目
線
で
の
升
玉
小
水
力
発
電

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か

村
長  

法
人
か
ら
自
治
体
へ
の
寄
付
が
禁
じ
ら
れ
て
い

　
　
る
た
め
地
域
活
性
化
策
の
結
論
は
出
て
い
な
い

高
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
実
施
す
る
決
意
の
ほ
ど
は

村
長  

令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
決
意
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安
心
安
全
な
村
づ
く
り
の
た
め
に

村
長  

人
命
尊
重
を
最
優
先
に

加
藤
　
忠
己 

議
員

問　

村
政
運
営
の
基
本
的
な
考

え
方
の
重
点
項
目
の
中
で
村
長

の
考
え
る
「
安
心
安
全
な
村
づ

く
り
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

①　

防
犯
灯
の
L
E
D
化
事
業

の
終
了
で
電
気
料
金
の
負

担
が
削
減
に
な
っ
た
が
、
地

区
負
担
の
電
気
料
金
を
村

で
負
担
は
出
来
な
い
か
。
ま

た
、
防
犯
灯
の
増
設
は
。

②　

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

犯
罪
を
起
こ
し
に
く
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
、
安
心

安
全
に
つ
な
が
る
。
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

③　

升
玉
水
力
発
電
所
の
発

電
さ
れ
た
電
気
は
売
電
の
計

画
だ
が
、
災
害
等
で
東
北
電

力
の
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

場
合
、
一
時
的
に
村
内
家
庭

に
供
給
で
き
な
い
か
、
ま
た
、

令
和
2
年
の
稼
働
に
遅
れ
は

な
い
か
。

答　

人
命
尊
重
を
最
優
先
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。
そ
の
う
え

で
、
産
業
の
振
興
や
人
材
の
育

成
を
図
り
、
村
民
の
幸
せ
を
願

い
福
祉
の
充
実
し
た
暮
ら
し
や

す
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
。

①　

平
成
30
年
度
か
ら
「
防
犯

灯
L
E
D
推
進
事
業
」
を
実

施
し
、
電
気
料
金
の
負
担

は
抑
え
ら
れ
た
。「
地
区
公

民
館
等
活
動
費
推
進
事
業
」

に
よ
り
毎
年
各
地
区
に
19
万

〜
21
万
円
を
交
付
し
、
地
域

活
動
の
一
部
に
充
て
て
い
る
。

村
に
よ
る
地
区
の
経
費
負
担

は
考
え
て
い
な
い
。
早
期
に

全
村
の
L
E
D
化
を
推
進
し

た
た
め
、
増
設
は
対
象
か
ら

外
し
た
。
要
望
が
あ
れ
ば
対

応
す
る
。

②　

大
蔵
小
学
校
、
中
学
校
は

設
置
し
て
い
る
。
他
は
警
備

会
社
に
警
備
を
委
託
し
て

い
る
の
み
で
、
設
置
し
て
い

な
い
。
民
間
の
設
置
状
況
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
役
場

の
玄
関
脇
の
A
T
M
に
は
設

置
し
て
あ
る
。
凶
悪
な
犯
罪

が
全
国
で
発
生
し
て
い
る
の

で
、
今
後
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

③　

電
気
事
業
法
の
系
統
連
携

と
し
て
既
存
の
電
線
に
繋

げ
る
場
合
、
停
電
が
発
生
し

た
時
は
、
発
電
を
停
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
升
玉
水

力
発
電
所
も
自
動
で
発
電

が
停
止
す
る
仕
組
み
。
ま
た
、

新
し
く
自
前
で
電
線
を
新

設
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
投

資
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
。
発
電
に
は
需
要
と
供
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
必
要

が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
現
実

的
で
は
な
い
。

　
　

想
定
外
の
大
規
模
災
害
が

な
い
限
り
、
令
和
2
年
の
稼

働
に
向
け
て
、
建
設
工
事
に

あ
た
っ
て
お
り
、
稼
働
で
き

る
。

　
　

安
全
運
行
の
た
め
、
停
車

可
能
場
所
や
沿
線
ま
で
移

動
し
て
の
利
用
を
お
願
い

す
る
。

②　

健
康
に
つ
い
て
意
識
が
高

く
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

慢
性
疾
患
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
て
い
る
方
が
多
い
。

以
前
意
向
調
査
を
行
な
っ
た

が
、
利
用
し
た
い
方
が
12

％
、
し
な
い
方
が
88
％
だ
っ

た
。
配
達
距
離
、
数
量
、
配

達
員
の
確
保
等
で
実
施
で
き

て
い
な
い
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
来
年
再
度
調
査
す

る
予
定
で
あ
る
。
三
和
食
品

で
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
れ
ば

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
は
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

③　

ゴ
ミ
の
個
人
宅
収
集
は
、

収
集
経
路
、
作
業
員
の
確
保
、

道
路
事
情
な
ど
か
ら
、
今
の

と
こ
ろ
対
応
は
難
し
い
。
袋

も
大
中
小
の
３
種
類
が
あ

り
、
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の

利
用
も
検
討
願
い
た
い
。

④　

村
所
有
の
公
共
施
設
は
定

期
的
に
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
地
区
所
有
は
地
区
ご

と
に
し
て
い
る
か
調
査
は

し
て
い
な
い
。

問
２　

①
利
用
し
て
い
る
方
は
、

短
い
距
離
で
も
助
か
る
と
喜
ん

で
い
た
。
周
知
し
利
用
拡
大
し

て
欲
し
い
。

　

②
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
は

7
年
前
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

時
期
か
ら
比
べ
、
店
も
少
な
く
、

利
用
者
の
考
え
も
変
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
早
急
の
調

査
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

③
は
近
所
の
方
に
お
願
い
し

て
い
る
方
も
い
る
。

答
２　

②
必
要
性
は
大
で
あ
り
、

今
後
村
で
も
検
討
し
、
進
め
て

い
く
。

　

③
と
④
は
、
地
域
全
体
の
取

り
組
み
で
、
地
区
代
表
と
相
談

し
た
い
。

早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

「
高
齢
と
な
り
思
う
よ

う
に
体
が
動
か
ず
、
免
許
も
返

納
し
、
自
由
に
出
か
け
ら
れ
ず

不
便
に
な
っ
た
。」
と
の
声
も

あ
る
。
村
外
に
転
居
す
る
方
も

い
る
が
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
で
、

元
気
に
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め

に
質
問
し
ま
す
。

①　

バ
ス
の
フ
リ
ー
乗
降
の
利

用
と
評
判
は
。
ま
た
、
利
用

で
き
な
い
方
の
た
め
に
ど

の
よ
う
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
か
。

②　

食
事
を
作
る
の
も
面
倒
に

な
り
、
栄
養
が
偏
っ
て
い
な

い
か
。
そ
こ
で
、
宅
食
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
て
は
。

③　

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で

が
遠
か
っ
た
り
、
坂
道
等
で

持
っ
て
い
く
の
が
大
変
。
個

人
宅
収
集
は
出
来
な
い
か
。

④　

地
区
の
公
共
施
設
の
除
雪

は
免
除
さ
れ
て
い
る
か
。

答
１　

①
10
月
よ
り
フ
リ
ー
乗

降
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
正

確
な
利
用
実
績
は
取
っ
て

い
な
い
。
聞
き
取
り
で
は
2
、

3
名
で
あ
る
。
評
判
に
つ
い

て
は
不
満
の
声
は
な
い
。
知

名
度
不
足
は
否
め
な
い
が
、

今
後
P
R
に
努
め
利
用
し

や
す
い
運
行
に
す
る
。

高
齢
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
村
へ

村
長  

安
心
安
全
な
村
づ
く
り
を
行
う
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長
南
　
正
一 

議
員

の
努
力
だ
け
で
は
維
持
保
全
は

極
め
て
困
難
な
状
況
。
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
を
機
に
状
況
を

再
認
識
し
、
全
村
挙
げ
て
持
続

可
能
な
棚
田
文
化
の
継
承
を
考

え
た
い
。

　

国
は
、
棚
田
の
荒
廃
の
危
機

に
鑑
み
、「
棚
田
地
域
振
興
法
」

を
制
定
し
た
。
地
元
の
意
向
を

踏
ま
え
、
県
の
「
棚
田
地
域
振

興
計
画
」
の
策
定
、地
元
の
「
棚

田
地
域
振
興
活
動
計
画
」
の
策

定
を
持
っ
て
、
国
が
「
指
定
棚

田
地
域
」
を
決
定
し
計
画
の
認

定
を
行
う
。
総
務
省
を
は
じ
め
、

各
省
庁
の
43
事
業
が
必
要
に
応

じ
て
優
先
的
に
採
択
さ
れ
、
棚

田
の
基
盤
整
備
、
環
境
の
整
備
、

移
住
定
住
の
促
進
や
農
村
交
流

事
業
、
地
滑
り
対
策
事
業
等
の

支
援
を
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

令
和
２
年
度
は
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
第
５
期
対
策

が
始
ま
る
。
６
～
10
年
後
を
見

据
え
た
集
落
の
将
来
像
を
明
確

化
し
、
集
落
機
能
の
強
化
や
農

業
生
産
活
動
の
継
続
に
向
け
た

支
援
が
強
化
さ
れ
る
。

　

支
援
体
制
は
劇
的
に
変
わ
る

が
、
営
農
を
継
続
し
て
い
く
の

は
地
域
の
方
々
。
地
域
の
総
意

と
し
て
棚
田
を
守
る
強
い
意
思

決
定
が
必
要
。
村
と
し
て
は
、

「
指
定
棚
田
」
の
認
定
を
受
け

る
べ
く
計
画
策
定
を
担
当
課
に

指
示
し
て
い
る
。

問　

大
蔵
村
で
の
全
国
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
も
2
0
2
0
年

に
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
か
け
る
村
民
の
意
気
込
み

も
盛
り
上
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
み
棚
田
の
耕
作

者
の
思
い
と
は
違
う
流
れ
も
あ

る
。
大
蔵
村
の
大
事
な
自
然
景

観
の
一
翼
を
担
う
棚
田
は
「
自

然
遺
産
」
と
い
う
べ
き
も
の
。

今
こ
そ
大
規
模
な
耕
作
支
援
を

実
施
し
、
急
傾
斜
地
圃
場
の
排

水
対
策
、
の
り
面
の
保
護
、
農

道
の
整
備
な
ど
、
耕
作
者
が
作

業
し
や
す
い
環
境
整
備
を
す
べ

き
。
失
っ
て
は
な
ら
な
い
自
然

景
観
を
大
事
な
「
遺
産
」
と
し

て
据
え
、
後
世
に
つ
な
が
る
支

援
が
必
要
。
支
援
策
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

答　

棚
田
を
取
り
巻
く
現
状
は

厳
し
く
、
貴
重
な
遺
産
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
な
が
ら
も
、
高

齢
化
、
担
い
手
の
不
足
と
過
疎

化
の
進
展
に
よ
り
、
地
元
住
民

棚
田
の
保
全
に
は
積
極
的
な

耕
作
支
援
が
必
要

村
長  

棚
田
地
域
振
興
法
も
活
か
し
、

保
全
に
向
け
地
域
の
強
い
意

思
決
定
を
促
す

四ヶ村の棚田

最上川の堤防

海
藤
　
邦
夫 

議
員

問　

最
上
川
の
堤
防
が
完
成
し

た
の
が
50
年
前
で
、
そ
の
間
大

き
な
被
害
も
な
か
っ
た
が
、
地

球
の
温
暖
化
な
ど
自
然
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
越
水

に
よ
る
堤
防
決
壊
が
考
え
ら
れ

そ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

答　

堤
防
の
拡
幅
・
補
強
工
事

が
施
工
さ
れ
、築
堤
以
来
、一
度

も
越
水
や
破
堤
な
ど
の
洪
水
被

害
も
無
く
現
在
に
至
り
、
抑
制

対
策
と
し
て
は
、
流
域
全
体
を

考
慮
す
る
こ
と
を
重
要
と
考
え
、

新
庄
河
川
事
務
所
で
は
、
流
域

全
体
の
整
備
を
順
次
進
め
、
私

た
ち
の
生
活
基
盤
が
確
保
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
災
害
は
甚
大
で
、
他

県
の
大
河
川
で
も
氾
濫
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
最
上
川
で
も

発
生
す
る
状
況
に
あ
り
、
河
川

整
備
・
堤
防
強
化
・
河
床
掘
削

の
推
進
等
を
、
関
係
機
関
へ
要

望
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
の

災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
の

命
を
守
る
行
動
と
共
に
防
災
意

識
を
抱
き
、
気
象
警
報
や
村
で

問　

役
場
庁
舎
、
診
療
所
な
ど

行
政
、
医
療
の
中
心
施
設
は
堤

防
が
決
壊
し
た
場
合
、
機
能
不

全
と
な
り
、
村
に
と
っ
て
も
甚

大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
想

定
さ
れ
る
被
害
が
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
、
そ
し
て
ま
た

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

本
村
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
役
場
や
診
療
所
の
機
能

不
全
は
勿
論
、
清
水
・
合
海
地

区
の
住
宅
が
２
階
ま
で
浸
水
す

る
被
害
が
予
想
さ
れ
、
命
を
守

る
行
動
、
事
前
に
全
員
避
難
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
国
に
よ
る

堤
防
の
安
全
管
理
の
徹
底
と
大

雨
時
に
は
上
流
部
の
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
早
め
の
避
難
勧

告
・
指
示
を
発
令
し
、
氾
濫
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
災
害

時
は
対
策
本
部
機
能
を
大
蔵
小

学
校
な
ど
他
に
移
し
、
職
員
一

致
の
認
識
の
も
と
対
応
す
る
。

ま
た
、
診
療
所
を
含
め
た
新
庁

舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
諸

課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
早
め

に
結
論
付
け
た
い
。

清
水
、
合
海
地
区
の

最
上
川
堤
防
は
大
丈
夫
か

村
長  

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
に
よ
る

防
災
減
災
対
策
に
努
め
る

役
場
庁
舎
、
診
療
所
の
水
害
に

備
え
た
対
策
は
。ま
た
、移
転
は
？

村
長  

諸
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

早
め
に
結
論
付
け
た
い 

発
令
す
る
勧
告
に
注
視
す
る
こ

と
が
最
も
肝
心
で
あ
り
、
今
後

も
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
よ

る
防
災
減
災
対
策
に
努
め
る
。
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八
鍬
　
信
一 

議
員

答　

村
長　

現
在
、
学
校
給
食

に
つ
い
て
は
、
大
蔵
産
米
の
無

償
提
供
に
よ
る
負
担
軽
減
と
子

供
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
て
る
観

点
で
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
給
食
費
の
支
払
い
が

困
難
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
り
就
学
費
用

に
つ
い
て
支
援
し
て
い
る
。

　

本
村
で
は
給
食
に
限
ら
ず
、

子
育
て
支
援
と
し
て
誕
生
祝
い

金
や
保
育
料
の
無
償
化
・
医
療

費
無
償
化
・
子
宮
頸
が
ん
予
防

接
種
補
助
・
未
来
塾
の
実
施
・

子
育
て
支
援
住
宅
建
設
な
ど
、

多
く
の
施
策
を
実
施
し
て
子
育

て
世
代
の
支
援
拡
充
を
図
っ
て

き
た
。

　

小
学
校
の
多
子
世
帯
の
保
護

者
に
対
す
る
給
食
費
の
減
免
に

つ
い
て
は
財
源
の
確
保
な
ど
総

合
的
に
検
討
す
る
。

教
育
長　

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
校

給
食
は
、
健
康
維
持
・
食
習
慣
・

社
交
性
や
共
同
精
神
を
養
う
こ

と
。
自
然
の
恵
み
・
勤
労
の
大

切
さ
を
理
解
す
る
機
会
を
と
ら

え
る
こ
と
。

　

子
ど
も
同
士
で
給
食
の
味
を

共
感
し
、
食
事
の
礼
儀
作
法
・

食
べ
る
こ
と
の
達
成
感
・
苦
手

な
食
材
に
挑
む
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
・
多
く
を
学
ぶ
大
切
な
時
間

で
あ
る
。

　

一
方
、
教
育
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
修
繕
や
、
教
育
備
品
等

に
費
用
が
か
さ
み
、
学
校
か
ら

の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
村
単
独
で

学
習
指
導
員
を
配
置
し
、
特
別

支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の
補

助
・
学
習
支
援
も
担
任
教
員
と

協
力
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

「
村
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

の
理
念
の
も
と
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
も
教
育
環
境
の
拡

充
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。

　

さ
て
、
給
食
に
つ
い
て
は
、

食
事
そ
の
も
の
は
本
来
個
人
が

負
担
す
る
も
の
。
家
庭
事
情
で

支
払
い
の
困
難
な
世
帯
に
つ
い

て
は
、
就
学
援
助
制
度
が
あ
る
。

小
学
校
の
多
子
世
帯
保
護
者
に

対
す
る
給
食
費
の
減
免
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
日
々
教
育
環
境
も

変
化
し
て
お
り
、
他
自
治
体
の

動
向
を
見
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、

必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

近
年
、
子
育
て
支
援
政
策

の
中
で
学
校
給
食
費
を
減
免
す

る
市
町
村
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
子
育
て
支
援
等
教
育

環
境
の
向
上
と
充
実
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
行
政
・
地
区
民

全
体
で
子
供
を
育
て
よ
う
と
の

意
識
の
現
れ
で
あ
る
。

　

小
学
校
の
給
食
費
は
令
和
に

な
り
１
食
２
５
５
円
。
中
学
で

は
２
９
０
円
で
あ
る
。
小
学
校

は
年
間
１
９
５
食
の
予
定
で
４

９
,
７
２
５
円
。
年
間
約
５
万

円
の
費
用
と
な
り
、
３
子
の
世

帯
で
は
15
万
円
で
か
な
り
の
出

費
で
あ
る
。

　

保
護
者
か
ら
は
他
で
無
償
に

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
何
と

か
軽
減
で
き
な
い
か
と
の
話
が

出
て
い
る
。

　

県
内
で
は
、
鮭
川
村
の
児

童
・
生
徒
の
給
食
費
完
全
無
償

化
が
平
成
29
年
に
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
色
々
検
討
課
題
も
あ

り
、
始
め
に
小
学
校
の
多
子
保

護
者
に
対
す
る
給
食
費
の
減
免

（
２
子
２
分
の
１
、
３
子
免
除
）

を
村
長
・
教
育
長
に
伺
う
。

「
学
校
給
食
費
の
減
免
」は

村　

長  

財
源
の
確
保
を
検
討

教
育
長  

教
育
環
境
の
変
化
に
よ
り
検
討

＜小学校の多子状況＞
全校児童169名／119世帯

◦在学児童
　2人が39世帯・３人が6世帯
◦多子割合は
　45／119世帯で38％
※中学校は73名中2子以上が2世帯
　来年度は4世帯

＜全国  多子世帯保護者の負担軽減制度＞
◦「多子世帯の学校給食費に関する減免実施要綱」
◦「多子世帯学校給食費減免制度」
◦「多子世帯学校給食費助成金交付制度」

＜内　容＞
◦小中学校就学児童生徒
　2子が2分の1減額、3子が全額免除

斉
藤
　
光
雄 

議
員

豪
雨
災
害
時
合
海
地
区
の

内
水
対
策
に
つ
い
て

村
長  

地
域
住
民
と
一
体
の
防
災
減

災
対
策
に
努
め
る 

織
に
よ
る
避
難
誘
導
活
動
、
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
事
な
ど
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
た
防
災
減
災
対
策

に
努
め
る
。

問
２　

昭
和
60
年
代
の
災
害
に

よ
り
、
合
海
大
坪
線
が
道
路
崩

壊
し
県
道
へ
大
量
の
土
砂
が
流

出
し
た
。
当
時
の
災
害
応
急
で

の
横
断
管
布
設
に
よ
り
、
そ
の

後
民
地
に
承
諾
も
無
く
勝
手
に

流
出
さ
せ
、
民
地
の
山
林
地
が

度
々
発
生
す
る
災
害
に
よ
り

法
面
崩
壊
、
そ
の
土
砂
に
よ

り
、
田
地
に
多
大
な
被
害
を
与

え
て
い
る
現
状
を
ど
う
考
え
る

か
。
ま
た
、
キ
ノ
コ
園
付
近
は
、

地
主
が
村
に
無
償
で
土
地
を
提

供
し
水
路
を
布
設
し
て
も
ら
っ

た
経
緯
が
あ
り
、
今
後
整
備
計

画
さ
れ
る
基
盤
整
備
事
業
と
の

関
連
性
・
自
主
防
災
訓
練
の
実

施
・
地
域
住
民
と
の
想
定
対
策

協
議
の
場
を
設
け
、
内
水
対
策

を
検
討
だ
け
に
止
め
ず
実
施
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
２　

村
長　

住
居
・
商
業
・

農
業
施
設
地
域
で
あ
り
、
基
盤

整
備
事
業
と
排
水
溝
の
関
連
を

深
く
考
え
て
い
く
。

　

子
ど
も
達
を
含
め
て
の
合
海

地
区
自
主
防
災
訓
練
実
施
は
敬

意
を
表
す
と
共
に
、
今
後
、
地

区
と
共
に
一
丸
と
な
り
対
応
し

て
い
く
。

地
域
整
備
課
長

　

道
路
崩
壊
災
害
に
よ
る
土
砂

流
出
は
道
路
か
ら
の
排
水
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
異
常
気
象
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
対
策
を

多
方
面
へ
働
き
か
け
、
見
合
っ

た
事
業
が
無
い
現
状
で
あ
り
、

ま
た
道
路
か
ら
の
民
地
へ
の
流

出
は
少
な
い
と
考
え
る
。
こ
の

付
近
の
内
水
は
異
常
気
象
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

問
１　

今
年
度
着
工
の
合
海
大

坪
線
道
路
改
良
に
つ
い
て
地
域

住
民
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い

限
り
で
は
あ
り
ま
す
。
季
の
里

地
区
及
び
そ
の
周
辺
の
山
々
の

雨
水
が
、
改
良
工
事
に
伴
う
排

水
路
よ
り
集
中
的
に
合
海
地
区

の
農
地
・
農
業
施
設
（
ト
マ
ト
・

キ
ノ
コ
ハ
ウ
ス
）
商
業
施
設
・

ど
ん
ぐ
り
・
そ
の
他
周
辺
地
に

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
必
至
で
あ

り
、
今
後
も
異
常
気
象
が
毎
年

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
地
区
に
お
い
て
も

昨
年
の
7
月
災
害
で
上
記
に
掲

げ
た
地
内
で
内
水
が
発
生
し
て

お
り
、
そ
れ
以
上
の
災
害
が
こ

の
地
区
に
お
い
て
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
『
事
前
防
災
』
を
兼
ね

た
根
本
的
な
内
水
対
策
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
１　

最
上
川
へ
の
排
水
機
場

の
設
置
を
国
へ
強
く
要
望
し
、

排
水
機
場
設
置
ま
で
の
内
水
対

策
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
な

ど
の
対
応
を
考
え
、
住
民
の
命

を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で
、
消

防
団
と
の
連
携
や
自
主
防
災
組
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①　

高
校
生
の
時
、
聴
覚
障
が
い
者

の
方
か
ら
、
聴
覚
障
が
い
者
の
運

転
免
許
取
得
が
出
来
る
法
律
改

正
に
つ
い
て
、
父
が
関
わ
っ
て
い

て
、
そ
の
お
礼
を
言
わ
れ
、
父
の

よ
う
に
人
の
役
に
立
つ
政
治
家

に
な
る
夢
を
持
っ
た
。

②　

地
元
第
一
の
姿
勢
を
貫
き
、
地

元
の
声
を
力
強
く
届
け
ら
れ
る

よ
う
活
動
を
積
み
重
ね
、「
地
方

創
生
な
く
し
て
日
本
創
生
な
し
」

を
旗
印
に
地
域
発
展
の
た
め
の

強
い
農
業
作
り
、
基
幹
産
業
の
発

展
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
の
創
造
に

邁
進
す
る
。

③
「
地
域
を
守
り
、
明
日
を
創
る
」

の
５
つ
の
柱
を
基
本
と
し
て
活
動

１
、
次
世
代
の
「
人
」
を
つ
く
る
。

２
、
農
林
水
産
業
で
集
落
を
守
る
。

３
、
お
年
寄
り
の
安
心
を
つ
く
る
。

４
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
。

５
、
国
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
。

④　

広
域
交
流
の
促
進
や
農
業
・
産

業
・
観
光
の
活
性
化
、
豪
雨
等
に

お
け
る
災
害
時
の
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
（
自
然
災
害
時
に
よ
る
一
部

区
間
の
途
絶
が
全
体
の
機
能
不

全
に
な
ら
な
い
よ
う
、
予
め
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
施
設
の
多
重
化
）
確
保
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
十
字

連
携
軸
の
高
規
格
道
路
の
早
期

整
備
が
課
題
で
あ
る
。

　
　

大
蔵
村
に
お
い
て
も
、
森
林
整

備
も
含
め
た
災
害
対
策
、
肘
折
温

泉
郷
の
活
性
化
、
畑
作
物
や
米
の

生
産
と
六
次
産
業
化
の
支
援
、
国

道
4
5
8
号
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
を
目
指
し
た
い
。
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令
和
元
年
９
月
24
日
東
京　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
に
て
全
国
町

村
議
会
広
報
研
修
が
行
わ
れ
、
１
７
６
町
村
議
会
が
参
加
し
た
。「
読
者

目
線
で
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
作
る
に
は
」「
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
」「
コ
ン
ク
ー
ル
上
位
入
賞
団
体
の
評
価
」
の
３
部
構
成
で
、
そ
れ

ぞ
れ
、
読
者
を
ひ
き
つ
け
る
様
々
な
趣
向
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
勉
強
し

た
。
特
に
朝
日
新
聞
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
校
閲
事
で
業
部
長
「
前

田　

安
正
」
氏
に
よ
る
文
章
の
作
り
方
に
つ
い
て
は
、
実
践
で
役
立
つ
貴

重
な
講
義
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
こ
れ
か
ら
の
広
報
作
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

次
の
日
（
25
日
）
は
地
元
国
会
議
員
の
先
生
方
を
取
材
訪
問
し
、
今
ま

で
に
な
い
試
み
で
驚
か
れ
た
が
、
皆
さ
ん
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

４
点
に
つ
い
て
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

①
議
員
に
な
る
き
っ
か
け
は

②
議
員
活
動
と
し
て
、
何
を
し
た
い

③
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

④
最
上
地
域
の
取
り
組
み
は

①　

農
水
省
を
辞
め
、
小
国
町
に
住

ん
で
4
年
経
っ
た
頃
、
元
上
司
か

ら
出
馬
に
つ
い
て
、
声
掛
け
を
頂

い
た
。
政
治
家
に
な
ろ
う
と
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
鹿

野
道
彦
代
議
士
か
ら
「
大
規
模
農

家
し
か
生
き
ら
れ
な
い
、
今
の
農

政
良
い
と
思
う
か
」
と
問
わ
れ
決

心
し
た
。

②　

原
点
は
農
業
。
直
接
支
払
い
の

導
入
の
実
現
、
食
料
の
分
野
で
も

命
を
守
る
安
心
安
全
の
取
り
組

み
。
当
時
の
小
泉
内
閣
の
構
造
改

革
は
、
競
争
原
理
、
弱
者
切
り
捨

て
の
政
治
。
そ
う
で
は
な
く
、
皆

で
支
え
合
う
仕
組
み
「
競
争
よ
り

共
生
の
政
治
」
を
目
指
し
た
原
点

を
今
も
基
本
に
お
い
て
い
る
。

③
「
現
場
の
声
な
く
し
て
、
政
策
は

な
い
。」
声
を
き
ち
ん
と
受
け
止

め
て
、
代
弁
し
な
が
ら
、
現
場
目

線
で
人
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
消
費
税
増
税
に
よ
る
負

担
増
や
分
か
り
に
く
い
軽
減
税

率
、「
働
き
方
改
革
」
も
一
律
の

制
度
で
は
雪
国
の
生
活
に
あ
っ

て
い
な
い
。
冬
場
と
夏
場
の
働

き
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る

の
か
、
除
雪
や
災
害
時
対
応
な
ど
、

現
場
の
声
を
よ
く
聞
い
て
現
場

の
実
情
を
踏
ま
え
、
政
府
に
迫
っ

て
い
き
た
い
。

④　

道
路
等
の
遅
れ
て
い
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
て
行
き
た
い
。
併

せ
て
、
米
だ
け
に
頼
ら
ず
、
園
芸

作
物
を
頑
張
っ
て
い
る
農
家
の

皆
さ
ん
の
声
を
吸
い
上
げ
、
施
設

整
備
な
ど
一
層
支
援
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
農
業
の
原
点
の
中

に
象
徴
と
し
て
の
棚
田
が
あ
る
。

棚
田
振
興
議
連
と
し
て
、
省
庁
横

断
の
取
り
組
み
が
出
来
る
法
整

備
を
始
め
て
い
る
。　

①　

民
放
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

取
材
し
て
き
た
中
で
、
地
方
や
現

場
の
声
が
政
治
に
届
い
て
い
な

い
。「
働
き
方
改
革
」
に
し
て
も

中
小
企
業
が
ど
う
な
る
か
を
考

え
な
い
で
決
ま
っ
て
い
る
。
以
前

は
政
権
与
党
の
中
に
民
主
主
義

が
あ
り
、
軌
道
修
正
が
行
わ
れ
て

い
た
と
思
う
。
今
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
ま
さ
に
「
な
ん
と
か
さ
ん
な

ね
」
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

②
、③　

与
党
の
中
に
内
閣
（
行
政
）

を
監
視
す
る
番
人
が
い
な
く
な

っ
て
い
る
。
私
が
国
会
議
員
に
な

れ
た
の
も
草
の
根
の
力
だ
と
思
う
。

地
元
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
し

っ
か
り
と
働
い
て
ゆ
き
た
い
。

④　

繋
が
ら
な
い
高
速
道
路
、
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
高

等
教
育
の
4
年
生
の
大
学
が
な

い
。
サ
テ
ラ
イ
ト
形
式
で
あ
っ
て

も
何
ら
か
の
枠
組
み
を
作
っ
て

い
き
た
い
。
農
業
で
は
代
々
続
い

て
き
た
家
族
農
業
を
守
っ
て
い

く
た
め
、
個
別
所
得
補
償
の
復
活

も
目
指
し
た
い
。
過
疎
地
で
も
同

じ
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
動

い
て
い
く
。
高
齢
者
の
足
の
確
保

が
必
要
。

令
和
元
年
９
月
24
日
～
25
日

町村議会広報研修会（東京）と
地元国会議員の先生へ取材訪問編集部

特集

芳
賀　

道
也

参
議
院
議
員

舟
山　

康
江

参
議
院
議
員

環
境
大
臣
政
務
官

兼
内
閣
府
大
臣
政
務
官

加
藤　

鮎
子

衆
議
院
議
員
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村事業 災害時の避難場所や、防災センターの備品等の扱いが不明

村事業 三和食品大蔵工場、当初の計画から変わっている。議会の関与がもっと必要

村事業 地区代表等、地区内の役職のなり手不足が深刻

村事業 村の人口減少著しい、役場の職員体制(人件費)このままで良いのか

村事業 清水・合海地区全体での防災体制が不十分村事業 棚田米の出荷方法(独自の集出荷～流通システム)を検討してほしい

村事業 村は人口減少に対する危機感を常に発信しているが、具体策を示すべき

村事業 三和食品大蔵工場、村に対してどの程度恩恵があるか、検証が必要

村事業 浸水区域内に役場がある。緊急時の対応取れるのか

村事業 空き家対策について村の方針が見えない。このままで良いのか

村事業 棚田米の品質の統一化を図るなど、ブランド化を考えるべき

村事業 災害時に於ける一人暮らし家庭への支援策を検討してほしい

村事業 役場は水害の無い場所にとの考えだが、子育て支援住宅等の整備と矛盾しないか

村事業 小水力発電事業内容について説明不足。村民に対しさらに周知を

議　会 本当に必要な予算計上しているか。議会のチェックが重要

村事業 三和食品大蔵工場の雇用状況が不安。雇用契約等満足した内容か

村事業 住宅近辺の災害復旧を進めてほしい

村事業 いでゆ・カルデラ館の運営に高額な委託料の支出。このまま継続？

議　会 議会の視察について報告しているか

村事業 小水力発電の詳細が不明。詳しい内容を聞きたい

村事業 基盤整備事業により土地の集約化、法人化が推進。余った労働力はどうなる

村事業 高齢者対策の政策を望む

村事業 米粉の活用(生産・販売)を考えるべき

村事業 農産品の貯蔵販売をさらに図るため、雪室施設がほしい

広域・国・県 排水トンネルの地下水(冷気)利用を考えるべき

村事業 中央で活躍している村出身者の力を借りて村企業の活性化を図れないか

村事業 棚田サミットを村全体の課題解決の機会ととらえ、その後に活かしてほしい

村事業 地蔵倉までの遊歩道が老朽化して危険、対応していただけないか

村事業 「肘折夜市」村の助成が今年で終了。今後も継続してほしい

村事業 宅地分譲事業進めたが、子育て支援住宅への入居の把握しているのか

広域・国・県 国道458号肘折・寒河江間の通行止めの解消を

村事業 旧JA山形もがみの本店部に役場機能の活用を図れないか

村事業 高齢者の集合住宅を考えるべき

議　会 議会の中央要望の効果は？

議　会 議会報告会での各地区の意見を共有できるように

村事業 月曜朝の窓口での相談がしづらい。朝礼早く終わらせて！

村事業 冬期除雪、村県道管轄者の連携不足

村事業 深夜等に雪での倒木や雪崩により通行できない場合の連絡先は？

村事業 小水力発電事業内容について説明不足。村民に対しさらに周知を

村事業 スズメバチの巣の駆除、対応方法は？

村事業 目的税となる観光税の創設を

肘折センター　12/11

南山交流センター 12/12

赤松センター　12/12

白須賀センター　12/13

中央公民館　12/13味来館　12/11

意見・質問内容 意見・質問内容

意見・質問内容

意見・質問内容
意見・質問内容

意見・質問内容

村事業 地区の共有地(共有林)の相続が心配

村事業 圃場整備が進み、農業は法人化で地域が大きく様変わり

村事業 個人への除雪補助あるが、旅館など営業施設に補助制度が無い。検討してほしい

担当課と協議します

庁舎改築の検討中、注視していきます

議会だよりで

担当者に伝えます

回答・今後の対応

今後もしっかりチェックしていきます

担当課に伝えます

重要な課題。議会で協議します

各地区共通の悩み。考えていきます

解決法を提示できるよう検討します

地域全体を見直す契機になると考えています

回答・今後の対応

深刻な課題、十分考えていきます

随時検証していきます

回答・今後の対応

担当者と協議します

担当課と協議します

事業推進に合わせ、検討するように配慮

重要な課題として考えていきます

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

村当局と一緒に検討します

同感です。考えていきます

回答・今後の対応

随時検証していきます

難しい問題。協議します

まだ、候補地が決まっていない状況

担当課に確認します

村と協議します

村当局と協議します

議会だよりで紹介します

村当局に伝えます

回答・今後の対応

担当課に配慮を要請します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課と協議します

改良工事来年で完了予定

継続こそ重要と考えています

担当課に確認します

警察に110番願います

担当者と協議します

地区代表を通して役場へ

担当課と協議します

回答・今後の対応

議会報告会

開催

大変お忙しい中にもかかわらず、多くの方から参加していただきました。
感謝申し上げます。

議員一同

肘折センター会場 南山交流センター会場

貴重なご意見 ありがとうございました。
※開催地別に掲載しています。



笑
う
門
に
は
福
来
る

　
体
育
館
に
響
き
渡
る
子
ど
も
達
の
大
き

な「
よ
い
し
ょ
　
よ
い
し
ょ
」の
掛
け
声
と

笑
い
声
。
今
日
は
自
分
た
ち
で
育
て
た
も

ち
米
で
の
収
穫
祭
。
初
め
て
持
つ
重
た
い

杵
に
四
苦
八
苦
し
、
一
人
で
は
持
て
ず
に

数
人
で
仲
良
く
餅
つ
き
を
す
る
子
供
た
ち

の
顔
は
、
満
面
の
笑
み
。
親
子
や
夫
婦
で

息
の
合
っ
た
餅
つ
き
を
披
露
す
る
家
族
も

お
り
、
体
育
館
は
ほ
ん
わ
か
と
し
た
温
か

い
空
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
機
械

が
主
流
で
杵
や
臼
で
も
ち
を
つ
く
事
が
珍

し
く
な
り
、
貴
重
な
体
験
で
す
。

　
令
和
と
年
号
が
変
わ
り
、
明
る
い
未
来

を
描
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
は
課
題
が
満
載
。

　
こ
の
笑
顔
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
私

た
ち
議
員
が
何
を
す
る
べ
き
か
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
し
っ
か
り
と
見

つ
め
直
し
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
早
坂
民
奈
）

　今年度も自然災害が全国的に猛威を振るいました。村も例外ではなく、最上川の増水による
田や畑への浸水被害は、昨年度よりは少ないですが、毎年繰り返されています。防災に向けて
の村の取り組み状況を今回は検証します。

あれから、どうなった？あれから、どうなった？検証・提言検証・提言
№2

ハザードマップ？
最上川の洪水・土砂災害の
マップはＨ３０年３月に出来
ている。
赤松川、銅山
川については
県に要望して
いる。

水害防止対策？
（最上川増水による内水の対応）
排水ポンプ車、Ｈ２８年 村に
配備し、
八鍬土建に
管理を委託。

自主防災組織、活動の
指導研修？

赤松、合海地区にて今年度
は開催。
女性の防災研修も検討中。

避難所の
民間施設等の利用？
寺や地区公民館など、前向
きに詳細について検討中。

防災無線？
（効果的に伝わりやすく、

音楽を流しては）
地区の意見を参考に検討。

ＳＮＳ利用？
エリアメールは今年度から
発信している。
その他のＳＮＳは検討する。

役　場
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後
書
き

委
員
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早
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委
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智
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員
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藤
　
光
　
雄

議会広報調査
特別委員会




